
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

九州大学附属図書館所蔵「近藤文庫」について

山根, 泰志
九州大学附属図書館

https://doi.org/10.15017/18233

出版情報：中国哲学論集. 35, pp.55-68, 2009-12-25. 九州大学中国哲学研究会
バージョン：
権利関係：



山

根

泰

士JuM

は
じ
め
に

匹

　
九
州
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
書
館
所
蔵
「
碩
水
文
庫
」
は
、
肥
前
針
尾
（
現
長
崎
県
佐
世
保
市
）
の
人
で
平
戸
藩
儒
の
楠
本
碩
水

（
名
は
孚
嘉
、
通
称
は
謙
三
郎
、
一
八
三
二
～
一
九
一
六
）
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
宋
明
理
学
の
書
、
三
門
諸
儒
の
著
述
を
特
色
と
し
、
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

州
大
学
を
代
表
す
る
特
殊
文
庫
の
一
つ
で
あ
る
。
碩
水
の
兄
で
あ
る
楠
本
端
山
（
名
は
後
覚
、
通
称
は
確
蔵
、
一
八
二
八
～
一
八
八
三
）

の
孫
に
あ
た
る
法
文
学
部
楠
本
正
継
教
授
（
一
八
九
六
～
一
九
六
三
）
の
斡
旋
に
よ
り
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
購
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
翌
九
年
（
一
九
三
四
）
に
は
『
碩
水
文
庫
目
録
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
九
州
大
学
で
は
、
楠
本
教
授
の
尽
力
に
よ

り
近
世
儒
学
関
係
書
籍
が
蒐
集
さ
れ
る
が
、
中
央
図
書
館
所
蔵
で
は
こ
の
碩
水
文
庫
し
か
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
六
月
二
〇
目
に
中
央
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
貴
重
文
物
講
習
会
「
近
世
儒
学
関
係
諸
文
庫
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
講
師
同
量
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
情
報
田
図
教
授
）
を
契
機
と
し
て
、
中
央
図
書
館
保
存
書
庫
に
混
排
さ
れ
た
和
漢
古
書
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

に
、
幕
末
明
治
期
漢
学
者
の
旧
蔵
書
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
忘
れ
ら
れ
た
文
庫
の
う
ち
、
碩
水
文

庫
と
特
に
関
係
が
深
い
近
藤
文
庫
に
つ
き
、
文
庫
の
概
要
、
受
入
経
緯
、
経
蔵
者
の
略
歴
、
蔵
書
の
特
色
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
調
査

結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
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志

九
州
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
書
館
所
蔵
「
碩
水
文
庫
」
は
、
肥
前
針
尾
(
現
長
崎
県
佐
世
保
市
)
の
人
で
平
戸
藩
儒
の
楠
本
碩
水

(
名
は
宇
嘉
、
通
称
は
謙
三
郎
、
一
八
三
二

1
一
九
一
六
)
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
宋
明
理
学
の
書
、
崎
門
諸
儒
の
著
述
を
特
色
と
し
、
九

州
大
学
を
代
表
す
る
特
殊
文
庫
の
一
つ
で
あ
る
。
碩
水
の
兄
で
あ
る
楠
本
端
山
(
名
は
後
覚
、
通
称
は
確
蔵
、
一
八
二
八

1
一
八
八
三
)

の
孫
に
あ
た
る
法
文
学
部
楠
本
正
継
教
授
(
一
八
九
六

1
一
九
六
三
)
の
斡
旋
に
よ
り
、
昭
和
八
年
(
一
九
三
三
)
に
購
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
翌
九
年
(
一
九
三
四
)
に
は
『
碩
水
文
庫
目
録
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
九
州
大
学
で
は
、
楠
本
教
授
の
尽
力
に
よ

り
近
世
儒
学
関
係
書
籍
が
蒐
集
さ
れ
る
が
、
中
央
図
書
館
所
蔵
で
は
こ
の
碩
水
文
庫
し
か
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

平
成
二

O
年
(
二

O
O八
)
六
月
二

O
日
に
中
央
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
貴
重
文
物
講
習
会
「
近
世
儒
学
関
係
諸
文
庫
に
つ
い
て
」

(
講
師
υ

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
柴
田
篤
教
授
)
を
契
機
と
し
て
、
中
央
図
書
館
保
存
書
庫
に
混
排
さ
れ
た
和
漢
古
書
の
中

に
、
幕
末
明
治
期
漢
学
者
の
旧
蔵
書
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
お
本
稿
は
、
そ
れ
ら
忘
れ
ら
れ
た
文
庫
の
う
ち
、
碩
水
文

庫
と
特
に
関
係
が
深
い
近
藤
文
庫
に
つ
き
、
文
庫
の
概
要
、
受
入
経
緯
、
旧
蔵
者
の
略
歴
、
蔵
書
の
特
色
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
調
査

結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
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、
近
藤
文
庫
概
要

　
近
藤
文
庫
は
、
楠
本
碩
水
の
同
庚
の
親
友
で
、
楠
本
家
と
親
戚
関
係
に
あ
る
平
戸
藩
士
近
藤
畏
斎
（
名
は
久
敬
、
一
人
三
二
～
一
人
九

一）

ﾌ
旧
蔵
書
で
あ
る
。
独
自
の
分
類
を
付
与
さ
れ
、
別
置
さ
れ
て
い
る
碩
水
文
庫
と
異
な
り
、
通
常
の
図
書
と
同
じ
分
類
を
付
与
さ
れ
、

中
央
図
書
館
保
存
書
庫
（
一
部
は
貴
重
書
庫
）
に
混
排
さ
れ
て
い
た
た
め
、
現
在
で
は
そ
の
存
在
す
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
前
述
の
第
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
貴
重
文
物
講
習
会
の
直
後
、
中
央
図
書
館
の
総
合
目
録
カ
ー
ド
に
「
近
藤
文
庫
」
の
印
が
あ
る
こ
と
、
碩
水
文
庫
と
同
じ
く
星
明
理
学

の
書
、
耳
門
諸
儒
の
著
述
が
多
い
こ
と
、
「
畏
斎
蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
多
数
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
畏
斎
の
弟
で
あ
る
近
藤
思
斎
（
名
は

久
徴
、
通
称
は
収
蔵
、
一
人
四
五
～
一
九
〇
二
）
の
自
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
等
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
碩
水
文
庫
受
入
の
翌
年
の
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
、
碩
水
文
庫
と
同
様
に
福
岡
市
内
の
書
店
注
文
館
を
介
し
て
購
入
さ
れ
、
そ

の
後
二
度
の
追
加
購
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。
中
央
図
書
館
所
蔵
の
『
九
州
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
図
書
原
簿
』
に
よ
れ
ば
、
受
入
日
・
数

量
・
金
額
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
昭
和
九
年
十
一
月
十
五
日
　
三
五
七
部
　
二
〇
一
六
冊
　
　
五
四
六
円
九
〇
銭

　
　
昭
和
十
一
年
十
二
月
五
日
　
　
十
三
部
　
　
一
八
六
冊
　
　
一
五
六
円

　
　
昭
和
十
三
年
三
月
二
五
日
　
　
二
六
部
　
　
　
四
二
冊
　
　
　
六
一
円
四
三
銭

　
近
年
、
書
庫
か
ら
『
春
秋
集
伝
大
全
』
の
十
二
冊
目
が
発
見
さ
れ
、
近
藤
文
庫
蔵
『
春
秋
集
伝
大
全
』
の
十
二
冊
目
が
欠
け
て
お
り
、

か
つ
版
面
も
同
じ
こ
と
か
ら
、
受
入
の
際
に
漏
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
を
加
え
る
と
、
総
計
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
三
九
六
部
　
二
二
四
五
冊
　
　
七
六
四
円
三
三
銭

　
文
庫
印
に
つ
い
て
は
、
総
合
目
録
カ
ー
ド
に
「
近
藤
文
庫
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
（
昭
和
十
一
年
追
加
分
に
は
カ
ー
ド
裏
に
「
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

藤
文
庫
」
の
書
入
れ
、
昭
和
十
三
年
追
加
分
に
は
カ
ー
ド
裏
に
「
樋
口
」
の
書
入
れ
）
、
文
庫
所
蔵
書
籍
に
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
。

　
近
藤
文
庫
は
碩
水
文
庫
を
補
完
す
る
崎
門
写
本
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
他
の
文
庫
に
比
べ
て
も
遜
色
の
あ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
前
述
の
よ
う
に
現
在
で
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
国
文
学
研
究
資
料
館
か
ら
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
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作
成
に
係
る
所
蔵
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
係
す
る
書
類
を
ま
と
め
た
「
和
古
書
・
古
文
書
学
内
所
蔵
調
査
書
」

と
書
か
れ
た
封
筒
の
中
に
、
過
去
に
な
さ
れ
た
文
庫
調
査
を
ま
と
め
た
綴
り
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
昭
和
二
十
四
年
（
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
九
）
頃
作
成
さ
れ
た
「
文
庫
調
査
書
」
な
る
一
枚
の
書
類
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
所
蔵
文
庫
の
数
量
・
価
格
・
購
入
年
等
を
記
入
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
碩
水
文
庫
、
西
田
文
庫
と
並
ん
で
近
藤
文
庫
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
は
文
庫
の
一
つ

と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
類
に
続
い
て
、
「
学
内
所
蔵
主
要
文
庫
一
覧
」
（
『
図
書
館
情
報
』
二
一
七
、

　
　
　
　
　
　
　

一
九
六
六
）
と
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
八
月
の
年
次
が
入
っ
た
文
庫
調
査
の
書
類
が
綴
ら
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
近
藤
文
庫
は
入
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
か
ら
の
依
頼
に
伴
い
、
昭
和
五
十
六
年
に
調
査
さ
れ
た
文
庫
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
に
も
、
多
数
の
古
典
籍
を
含
む
に
も
関
わ
ら
ず
近
藤
文
庫
は
入
っ
て
い
な
い
。
忘
れ
ら
れ
た
凡
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
訳
載
で
述
べ
た

が
、
近
藤
文
庫
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
文
庫
調
査
書
」
の
存
在
と
い
い
、
総
合
目
録
カ
ー
ド
の
文
庫
印
と
い
い
、
そ
の
存
在
を
示
す
も
の

が
残
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
忘
れ
ら
れ
て
今
に
至
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

一一

A
文
学
部
所
蔵
近
藤
畏
斎
旧
蔵
書
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『
碩
水
文
庫
目
録
』
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
楠
本
正
継
筆
「
碩
水
文
庫
に
就
て
」
に
、
「
然
れ
ど
も
先
生
残
塁
は
其
蔵
書
次
第
に
散

出
せ
る
も
の
あ
り
、
例
へ
ば
明
嘉
靖
本
吉
乱
騰
注
の
如
き
も
の
は
既
に
論
る
こ
と
を
得
ず
。
朝
鮮
刊
本
理
学
通
録
、
明
刊
本
道
薫
習
委
録

等
は
饗
に
本
学
支
那
学
研
究
室
に
帰
す
」
と
、
碩
水
文
庫
受
入
以
前
に
、
法
文
学
部
支
那
学
研
究
室
（
現
文
学
部
中
国
哲
学
史
研
究
室
）

に
、
碩
水
の
蔵
書
が
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
総
合
目
録
カ
ー
ド
を
見
る
と
、
こ
の
う
ち
、
『
理
学
通
音
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
九
月
十
日
に
碩
水
の
子
の
楠
本
正
脩
（
一
八
七
五
～
一
九
三
三
）
か
ら
購
入
し
て
い
る
が
、
『
道
南
源
委

録
』
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
本
に
は
「
碩
水
蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
納
入
者
は
近
藤
静
野
と
な
っ
て
い
る
。
近
藤

静
野
は
、
思
斎
の
子
の
好
徳
（
一
人
人
四
～
一
九
一
九
）
の
室
で
あ
る
。
ま
た
、
『
九
州
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
図
書
原
簿
』
を
見
る
と
、

近
藤
静
野
か
ら
納
入
さ
れ
た
書
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
九
月
十
日
に
『
道
南
源
二
二
』
等
六
部
、
同
年
十
二
月
十
日
に
『
春
秋
胡
伝
』



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

一
部
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
五
部
に
「
奥
書
蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
近
藤
畏
斎
の
旧
蔵
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

近
藤
文
庫
に
「
碩
水
蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
碩
水
旧
蔵
の
『
道
南
源
委
録
』

も
近
藤
家
由
来
の
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
碩
水
文
庫
同
様
、
近
藤
文
庫
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
る
以
前
に
、
畏
斎
の
蔵
書
の

一
部
が
支
那
学
研
究
室
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

三
、
受
入
の
背
景

　
近
藤
文
庫
の
購
入
を
斡
旋
し
た
の
は
、
楠
本
家
と
近
藤
家
と
の
関
係
の
深
さ
か
ら
、
碩
水
文
庫
同
様
楠
本
正
継
教
授
と
見
る
べ
き
で
あ

り
、
受
入
れ
以
前
に
黒
帯
の
蔵
書
の
一
部
を
支
那
学
研
究
室
が
購
入
し
て
い
た
事
実
も
そ
れ
を
傍
証
す
る
。
ま
た
、
碩
水
文
庫
の
購
入
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

碩
水
の
子
の
贈
爵
が
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
十
一
日
に
没
し
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
が
、
そ
の
時
近
藤
家
は
、
思
斎
の
子
の
好
徳

と
直
輔
（
一
八
人
七
～
一
九
一
七
）
が
既
に
早
世
し
て
お
り
、
以
前
か
ら
関
係
者
の
間
で
蔵
書
の
散
侠
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

る
。
そ
の
「
関
係
者
」
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
畏
斎
の
甥
の
岡
次
郎
（
号
は
厳
寒
、
一
八
六
四
～
一
九
四
九
）
と
娘
婿
の
益
田
祐
之
（
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
古
峯
、
一
人
六
六
～
一
九
四
四
）
で
あ
る
。
二
人
は
碩
水
文
庫
受
入
に
関
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
近
藤
文
庫
受
入
の
際
も
楠
本
教

授
に
協
力
し
た
可
能
性
が
高
い
。
近
藤
文
庫
が
碩
水
文
庫
と
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
受
入
ら
れ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。

　
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
、
針
尾
を
訪
れ
た
大
阪
朝
日
新
聞
主
筆
西
村
天
囚
（
名
は
時
彦
、
一
八
六
五
～
一
九
二
四
）
は
、
端
山
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

碩
水
・
近
藤
氏
三
家
の
蔵
書
を
称
え
、
「
富
尾
は
其
れ
九
州
の
小
部
山
な
る
か
な
」
と
評
し
た
。
僻
村
の
針
尾
に
無
し
い
珍
書
奇
籍
が
蔵

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
中
国
湖
南
省
に
あ
る
小
駒
山
の
麓
に
、
書
千
巻
を
秘
蔵
し
た
洞
穴
が
存
在
す
る
と
い
う
伝
承
に
擬
え
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
三
家
の
蔵
書
に
よ
っ
て
、
針
尾
は
僻
村
な
が
ら
学
問
を
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
九
州
大
学
に
碩
水
文
庫
と

近
藤
文
庫
を
置
く
こ
と
は
、
「
九
州
の
小
酉
山
」
の
再
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
事
実
そ
の
後
も
楠
本
教
授
の
尽
力
に
よ
り
、
近
世
儒

学
関
係
書
籍
が
蒐
集
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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四
、
近
藤
畏
斎
に
つ
い
て

厘

　
近
藤
揚
蓋
の
伝
に
つ
い
て
は
、
畏
斎
没
後
十
年
に
あ
た
る
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
に
親
友
碩
水
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

「
近
藤
信
卿
伝
」
（
『
碩
水
先
生
遺
書
』
栄
福
）
が
詳
し
い
。
こ
の
伝
を
基
に
し
て
畏
斎
の
生
涯
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
近
藤
畏
斎
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
八
月
十
四
日
に
平
戸
藩
士
近
藤
新
右
衛
門
（
名
は
正
堅
、
号
は
竹
斎
、
一
七
八
六
～
一
八
七
二
）

の
子
と
し
て
針
尾
島
（
現
長
崎
県
佐
世
保
市
債
尾
中
町
）
に
生
ま
れ
る
。
名
は
久
敬
、
字
は
信
卿
、
通
称
は
三
郎
（
後
勇
三
郎
、
怪
蔵
）
、

号
は
畏
斎
。
父
新
右
衛
門
は
、
鴨
川
家
を
継
い
だ
端
山
の
伯
父
嘉
一
．
兵
衛
（
号
は
厳
斎
、
一
七
八
五
～
一
八
四
三
）
の
婿
養
子
と
な
り
、

些
か
文
字
に
通
じ
て
い
た
の
で
、
端
山
・
碩
水
・
常
詰
・
思
斎
等
、
楠
本
・
近
藤
兄
弟
に
句
読
を
授
け
た
。
岡
次
郎
は
、
僻
村
の
全
尾
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
次
々
と
大
学
者
が
出
た
理
由
と
し
て
、
こ
の
新
右
衛
門
の
存
在
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
長
じ
て
端
山
次
回
の
山
田
客
窓
（
通
称
は
鼎
二
郎
、
一
八
三
〇
～
一
九
〇
一
）
と
と
も
に
久
留
米
に
遊
学
し
、
ま
た
、
以
前
か
ら
端
山

か
ら
学
ん
で
程
朱
学
を
慕
い
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
、
肥
後
の
月
田
蒙
斎
（
名
は
強
、
一
八
〇
七
～
一
八
六
六
）
に
入
門
し
、
崎
門

学
を
学
ぶ
。

　
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
、
藩
主
松
浦
氏
の
姻
戚
で
あ
る
公
卿
中
山
忠
能
（
一
八
〇
九
～
一
八
人
八
）
邸
の
護
衛
の
た
め
京
都
に
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
禁
門
の
変
の
後
盾
藩
し
、
通
称
を
勇
三
郎
か
ら
怪
蔵
に
改
め
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
、
近
侍

と
な
り
、
又
藩
学
訓
導
に
転
じ
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
、
羽
州
出
征
に
は
書
記
と
し
て
従
軍
し
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
、
山
田
梅

窓
と
と
も
に
記
録
編
集
掛
に
命
じ
ら
れ
、
嘉
永
六
以
上
一
八
五
三
）
以
来
王
事
に
関
す
る
件
、
羽
州
出
征
に
関
す
る
件
の
取
調
に
従
事
し

　
ぬ
　

た
。
同
年
七
月
の
京
都
大
学
校
廃
止
に
伴
い
、
碩
水
は
大
学
少
博
士
を
免
ぜ
ら
れ
、
京
都
か
ら
針
尾
に
帰
り
、
役
職
と
家
禄
を
辞
し
て
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
に
て
隠
逸
生
活
を
始
め
る
が
、
畏
斎
も
同
じ
頃
致
仕
し
て
帰
郷
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
佐
々
家
に
養
子
に
出
て
い
た
碩
水
は
、
「
異
姓
を
冒
さ
ざ
る
は
、
象
れ
孝
の
第
一
義
な
り
」
と
し
て
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
佐
々

姓
か
ら
本
姓
に
復
し
て
い
る
が
、
畏
斎
も
同
様
に
近
藤
家
の
者
が
鴨
川
の
姓
を
冒
す
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
明
治
十
二
年

（一

ｪ
七
九
）
、
碩
水
に
嘉
一
兵
衛
の
後
継
と
な
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
無
論
碩
水
も
承
知
し
な
か
っ
た
が
、
端
山
が
調
停
し
て
遂
に
引
き
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受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
小
作
米
は
碩
水
三
十
五
俵
、
近
藤
家
三
百
俵
だ
っ
た
の
を
、
碩
水
百
五
十
俵
、
畏
斎
主
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
俵
、
思
斎
人
十
俵
と
な
り
、
碩
水
も
ど
う
に
か
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
晩
年
の
端
山
が
企
図
し
た
鳳
鳴
書
院
設
立
に
も
積
極
的
に
協
力
し
、
建
設
資
金
も
提
供
し
て
い
る
。
鳳
鳴
書
院
の
運
営
方
法
に
つ
い
て

の
端
山
の
試
案
に
よ
れ
ば
、
畏
斎
は
「
監
督
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
監
督
」
の
職
掌
は
「
院
内
庶
務
ヲ
閲
掌
シ
、
会
計
ノ
コ
ト
マ
デ
掌
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ル
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
藤
文
庫
蔵
『
性
理
群
書
句
解
』
に
塾
の
会
計
書
類
の
折
込
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
畏
斎
は

試
案
通
り
会
計
を
掌
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　
近
藤
畏
斎
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
人
九
一
）
十
月
二
十
九
日
、
六
十
歳
で
没
し
た
。
弟
思
斎
の
次
子
直
輔
が
後
嗣
と
な
っ
た
が
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

述
の
よ
う
に
早
世
し
た
。
娘
の
静
は
没
す
る
二
年
前
の
明
治
二
十
二
年
（
一
八
十
九
）
に
益
田
祐
之
の
も
と
に
嫁
い
で
い
る
。
楠
本
正
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
復
岡
谷
邨
書
」
（
『
鳶
魚
鱗
詩
文
』
）
に
、
「
近
藤
表
笹
葺
、
文
辞
を
用
論
せ
ず
し
て
遺
文
存
せ
ず
、
後
学
の
不
幸
と
為
る
」
と
あ
る
よ
う

に
、
三
門
学
者
ら
し
く
、
著
述
を
事
と
し
な
か
っ
た
た
め
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
畏
斎
の
著
作
は
見
出
し
え
な
い
。
畏
斎
が
葬
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

針
尾
の
近
藤
家
墓
地
は
、
楠
本
家
墓
地
に
隣
接
す
る
一
つ
上
の
段
に
あ
り
、
両
家
の
関
係
の
深
さ
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
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五
、
蔵
書
の
特
色

　
現
在
の
と
こ
ろ
近
藤
文
庫
独
自
の
目
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
『
九
州
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
図
書
原
簿
』
か
ら
近
藤
文
庫
を

抽
出
し
た
リ
ス
ト
に
総
合
目
録
カ
ー
ド
の
情
報
を
追
加
し
た
簡
易
目
録
を
作
成
し
、
そ
れ
を
附
属
図
書
館
で
構
築
し
て
い
る
「
九
州
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
上
で
平
成
二
十
一
年
三
月
よ
り
公
開
し
て
い
る
。
書
名
・
著
者
名
程
度
の
簡
単
な
も
の
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
能
な
限
り
蔵
書
印
や
奥
書
等
の
伝
来
に
関
わ
る
情
報
を
入
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
元
に
蔵
書
の
特
色
や
凡
そ
の
成
り
立
ち
を
見
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
近
藤
文
庫
に
は
、
畏
斎
の
父
新
右
衛
門
と
そ
の
養
父
嘉
一
兵
衛
の
自
写
本
と
「
近
藤
正
堅
蔵
」
の
書
入
れ
が
あ
る
書
が
認
め
ら
れ
る
の

で
、
父
祖
か
ら
継
承
し
た
蔵
書
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
宋
明
理
学
の
書
、
崎
門
諸
儒
の
著
述
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
崎
門
学



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
さ
い

者
で
あ
る
畏
斎
・
思
斎
兄
弟
の
蒐
集
に
か
か
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
宋
明
理
学
の
書
は
、
『
延
平
問
答
』
（
中
村
蜴
斎
密
蔵
）
、

『
黄
勉
斎
先
生
文
集
』
（
碩
水
旧
宅
）
、
『
文
皇
弟
先
生
集
』
（
碩
水
旧
蔵
）
、
『
学
蔀
通
弁
』
（
『
安
東
省
苓
集
』
影
印
編
H
（
柳
川
文
化
資
料

集
成
第
二
集
、
二
〇
〇
四
）
の
影
印
底
本
）
、
『
二
九
録
』
等
百
部
を
越
え
、
和
刻
本
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
一
部
唐
本
・
写
本
が
含
ま
れ

る
。
崎
遅
牛
儒
の
著
述
は
百
三
十
部
を
越
え
、
そ
の
内
の
半
数
以
上
が
写
本
で
あ
る
。
佐
藤
直
方
（
一
六
五
〇
～
一
七
一
九
）
・
浅
見
綱

斎
…
（
名
は
安
正
、
一
六
五
二
～
一
七
一
二
）
・
三
宅
尚
斎
（
名
は
重
固
、
一
六
六
二
～
一
七
四
一
）
の
五
二
三
傑
の
う
ち
、
畏
斎
は
三
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
斎
の
学
統
に
属
す
る
月
田
蒙
斎
か
ら
豊
門
学
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
『
属
論
語
諸
説
』
（
尼
崎
修
置
旧
蔵
）
、
『
孟
子
発
端
口
義
』
、
『
大
学

章
句
筆
記
』
（
上
原
立
斎
旧
蔵
）
、
『
晋
斎
先
生
答
問
』
（
小
川
重
工
自
筆
）
、
千
手
卓
出
著
『
読
祭
祀
来
愚
説
考
説
首
題
中
庸
序
考
説
』
等
、

三
宅
尚
斎
及
び
そ
の
門
流
の
講
述
の
写
本
が
最
も
多
い
。
そ
れ
に
比
し
て
佐
藤
直
方
・
浅
見
綱
斎
及
び
そ
の
門
流
の
著
述
は
そ
う
多
く
は

な
く
、
写
本
の
割
合
も
低
い
が
、
佐
藤
直
方
述
『
易
曾
遊
本
義
講
義
』
（
小
川
晋
斎
写
）
の
よ
う
に
珍
し
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
畏
斎
が
入
門
し
た
月
田
蒙
斎
及
び
思
斎
が
入
門
し
た
池
田
草
庵
（
名
は
緯
、
一
人
一
三
～
一
人
七
八
）
の
著
述
の
写
本
も
収
蔵
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
従
学
中
に
筆
写
あ
る
い
は
入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
宋
明
理
学
の
書
、
黒
門
諸
儒
の
著
述
以
外
の
書
に
捺
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
を
見
る
と
、
折
衷
学
派
の
儒
者
で
松
浦
侯
か
ら
賓
師

の
礼
を
受
け
た
朝
川
善
庵
（
名
は
鼎
、
一
七
八
一
～
一
八
四
九
）
の
旧
蔵
書
が
目
立
つ
。
善
庵
の
孫
で
端
山
門
下
の
片
山
修
堂
（
名
は
寿
、

一
八
三
七
～
一
九
一
二
）
の
旧
蔵
書
も
近
藤
文
庫
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
修
堂
と
の
関
係
で
入
手
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
。
特
に
『
新
語
』
、
『
塩
再
論
』
、
『
風
俗
通
義
』
、
『
博
物
志
』
等
、
漢
代
か
ら
六
朝
に
成
立
し
た
書
の
和
刻
本
が
多
く
、
近
世
儒

学
に
偏
っ
た
近
藤
文
庫
の
蔵
書
に
一
定
の
幅
を
与
え
て
い
る
。

　
近
藤
文
庫
は
、
畏
斎
・
思
斎
そ
れ
ぞ
れ
が
入
手
あ
る
い
は
使
用
し
た
た
め
か
、
刊
写
を
問
わ
ず
同
じ
著
述
で
複
数
の
本
が
収
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
碩
水
文
庫
蔵
本
と
も
重
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
中
に
は
『
三
宅
先
生
行
状
』
の
よ
う
に
、
碩
水
文
庫
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

を
転
写
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
『
訂
翁
三
部
書
』
の
よ
う
に
、
近
藤
文
庫
本
が
碩
水
文
庫
本
の
対
校
に
用
い
ら
れ
た
も
の
も
あ

　
れ
　

る
。
楠
本
・
近
藤
両
家
が
、
写
本
の
入
手
や
校
合
の
た
め
に
常
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
書
の
貸
借
に
つ
き
便
宜
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
そ
し
て
今
、
両
家
の
蔵
書
が
同
じ
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
諸
写
本
等
の
校
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合
な
ど
の
便
宜
を
我
々
も
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
「
同
軸
（
生
年
）
同
里
（
郷
里
）
同
学
（
学
問
）
に
し
て
、
志
同
じ
く
道
同
じ
き
こ
と
、
始
終
一
日
の
如
き
」
（
「
近
藤
旭
日
伝
」
）
関
係

に
あ
っ
た
楠
本
碩
水
と
近
藤
畏
斎
の
二
人
の
蔵
書
は
、
こ
れ
ま
た
同
じ
く
九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
畏
斎
の
娘
婿

の
益
田
祐
之
の
旧
蔵
書
も
、
益
田
文
庫
と
し
て
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
九
州
大
学
附
属
図
書
館
教
養
部
分
館
に
受
入
れ
ら
れ
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
に
伴
い
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
に
中
央
図
書
館
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
関
係
の
深
い
文
庫
が
同
じ

図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
殊
に
同
書
異
写
本
が
あ
る
な
ど
、
崎
門
学
研
究
上
極
め
て
貴
重
な
資
料
を

含
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
今
後
の
活
用
の
た
め
に
も
目
録
の
整
備
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
楠
本
碩
水
が
著
し
た
「
近
藤

信
卿
伝
」
の
末
文
を
引
用
し
、
二
人
の
崎
門
学
者
の
友
情
を
偲
び
つ
つ
、
本
稿
を
終
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
ら

　
　
余
、
君
と
交
わ
る
こ
と
曹
に
兄
弟
の
如
き
の
み
な
ら
ず
し
て
、
未
だ
嘗
て
一
言
一
語
の
相
件
う
こ
と
も
有
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
君
を

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
知
る
者
、
余
に
如
く
は
甘
く
し
て
、
余
を
知
る
者
亦
た
君
に
如
く
は
莫
し
。
乃
ち
是
の
伝
を
撰
し
、
以
て
世
世
忘
る
る
こ
と
勿
か
ら

　
　
し
む
る
な
り
。
明
治
三
十
四
年
三
月
。
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窟

〔
注
〕

　
（
1
）
碩
水
文
庫
に
つ
い
て
は
、
柴
田
篤
「
碩
水
文
庫
余
滴
－
楠
本
正
継
教
授
と
九
州
大
学
附
属
図
書
館
1
」
（
『
中
国
哲
学
論
集
』
三
三
、
二
〇
〇
七
）

　
　
を
参
照
。
楠
本
碩
水
に
つ
い
て
は
、
藤
村
禅
『
楠
本
碩
水
伝
』
（
芸
文
堂
、
一
九
七
八
）
を
参
照
。

　
（
2
）
配
布
資
料
舅
ご
畔
暮
”
＼
＼
ま
一
．
訂
コ
凸
Φ
』
9
＼
卜
。
ω
卜
。
ミ
一
〇
①
卜
。
α

　
（
3
）
拙
稿
「
忘
れ
ら
れ
た
文
庫
た
ち
1
中
央
図
書
館
所
蔵
幕
末
明
治
期
漢
学
者
旧
蔵
書
群
1
」
（
『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』
二
〇

　
　
〇
八
／
二
〇
〇
九
、
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。



（
4
）
「
目
録
カ
ー
ド
画
像
検
索
シ
ス
テ
ム
」
（
ま
曾
”
＼
＼
。
霞
F
一
一
げ
’
尊
仁
。
。
含
l
F
。
ρ
甘
＼
。
σ
q
㌣
ぴ
鼠
＼
h
同
昌
ρ
。
α
q
一
）
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら

　
検
索
・
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
5
）
「
樋
口
」
の
意
味
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ら
に
「
畏
斎
蔵
書
」
印
が
捺
さ
れ
た
書
が
六
部
、
近
藤
思
斎
の
自
写
本
が
三
部
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

　
ら
、
近
藤
文
庫
の
追
加
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
6
）
便
箋
の
印
刷
年
次
が
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
七
月
で
あ
る
こ
と
、
漢
字
が
旧
字
体
で
あ
る
こ
と
、
一
番
新
し
い
文
庫
が
昭
和
二
十
四
年

　
（
一
九
四
九
）
受
入
の
細
川
文
庫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
作
成
さ
れ
た
書
類
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
た
だ
し
、
数
量
・
価
格
等
に
追
加
購
入
分
は
入
っ
て
い
な
い
。

（
8
）
こ
の
二
覧
」
は
後
の
『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
要
覧
』
の
「
学
内
所
蔵
主
要
文
庫
」
欄
（
二
〇
〇
五
／
二
〇
〇
六
ま
で
存
在
）
の
ベ
ー
ス
に

　
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
入
ら
な
か
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
文
庫
は
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
9
）
前
掲
拙
稿
「
忘
れ
ら
れ
た
文
庫
た
ち
1
中
央
図
書
館
所
蔵
幕
末
明
治
期
漢
学
者
旧
蔵
書
群
1
」
。

（
1
0
）
前
掲
柴
田
篤
「
碩
水
文
庫
余
滴
－
楠
本
正
継
教
授
と
九
州
大
学
附
属
図
書
館
1
」
を
参
照
。

（
1
1
）
現
在
所
在
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
1
2
）
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
『
道
南
源
委
録
』
（
支
哲
／
五
一
／
一
三
・
貴
重
）
　
明
嘉
靖
四
十
一
年
序
刊
本
印
記
”
「
［
雲
斎
］
」
（
満
田
癩
斎
※
）
「
雲
疑
斎
蔵
書
」
（
沢
田

　
　
　
一
斎
）
「
碩
水
蔵
書
」

　
　
　
『
儀
礼
鄭
注
』
（
支
哲
／
四
／
六
）
　
印
記
”
「
畏
斎
蔵
書
」
「
三
岳
院
」
「
南
弘
房
」

　
　
　
『
儀
礼
経
伝
通
解
』
（
支
哲
／
四
／
七
）
　
印
記
”
「
畏
斎
蔵
書
」

　
　
　
『
周
子
全
書
』
（
支
哲
／
五
一
／
一
〇
五
）
　
印
記
”
「
畏
斎
蔵
書
」

　
　
　
『
張
子
全
書
』
（
支
哲
／
五
一
／
一
〇
六
）
　
印
記
…
「
畏
斎
蔵
書
」

　
　
　
『
列
仙
伝
』
（
支
哲
／
二
二
／
一
六
）
　
現
在
所
在
不
明

　
　
　
『
春
秋
胡
伝
』
（
支
哲
／
五
／
三
・
貴
重
）
　
明
嘉
靖
三
十
五
年
広
東
崇
正
堂
刊
本
印
記
…
「
畏
斎
蔵
書
」
「
源
公
訥
蔵
書
印
」
等
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※
『
道
南
源
委
録
』
に
は
、
「
慶
安
元
年
戊
子
季
□
□
（
虫
損
）
十
日
獺
斎
謹
誌
［
印
］
」
な
る
奥
書
が
あ
る
。
奥
書
の
印
は
虫
損
に
よ
り
印

　
影
の
大
半
を
欠
く
が
、
残
存
部
分
は
川
口
文
庫
本
『
菅
家
文
草
』
の
「
瀬
戸
」
印
と
同
じ
。
『
菅
家
田
草
』
の
奥
書
は
藤
井
獺
斎
と
さ
れ
る
が

　
（
柳
澤
良
一
編
『
菅
家
文
草
－
明
暦
二
年
写
藤
井
獺
斎
自
筆
奥
書
本
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
）
、
大
和
郡
山
藩
儒
満
田
獺
斎
（
一
六
一
一
～
一
六

　
八
一
）
の
誤
り
。
島
本
昌
一
「
池
田
正
式
の
論
－
怪
異
小
説
『
あ
や
し
草
』
の
作
者
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
連
歌
俳
譜
研
究
』
五
九
、
一
九
八
○
）

　
を
参
照
。

（
1
3
）
前
述
の
「
碩
水
文
庫
に
嘗
て
」
に
あ
る
よ
う
に
、
碩
水
の
蔵
書
は
既
に
散
重
し
つ
つ
あ
り
、
蔵
書
を
引
き
継
い
だ
正
脩
の
死
は
、
そ
れ
に
益
々

　
拍
車
を
掛
け
る
か
ら
で
あ
る
。

（
1
4
）
岡
次
郎
は
平
戸
藩
士
岡
直
温
と
畏
斎
の
妹
竹
の
子
で
あ
り
、
二
歳
に
し
て
父
直
温
を
不
慮
の
事
故
で
喪
っ
た
次
郎
を
引
き
取
っ
て
育
て
た
の
が

　
伯
父
の
畏
斎
で
あ
る
。
平
泉
澄
「
岡
彪
邨
先
生
」
（
『
続
々
山
河
あ
り
』
立
花
書
房
、
一
九
六
一
）
を
参
照
。

（
1
5
）
益
田
祐
之
と
そ
の
旧
蔵
書
で
あ
る
益
田
文
庫
に
つ
い
て
は
、
柴
田
篤
「
益
田
古
峯
小
伝
－
九
州
大
学
「
益
田
文
庫
」
の
旧
蔵
置
－
」
（
『
中
国
哲

　
学
論
集
』
三
四
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
。
な
お
、
益
田
文
庫
蔵
『
鶴
林
玉
露
』
に
「
畏
斎
蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
益
田
文
庫

　
に
も
畏
斎
の
蔵
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
1
6
）
郵
便
切
手
管
理
の
た
め
の
帳
簿
で
あ
る
『
郵
便
切
手
受
払
簿
』
が
中
央
図
書
館
に
残
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
郵
便
物
を
送
っ
た
か
は

　
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
誰
に
送
っ
た
か
は
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
附
属
図
書
館
が
当
時
ど
の
よ
う
な
相
手
と
交
渉
し
て
い
た
か
を
知
る
上
で

　
有
用
な
資
料
で
あ
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
八
日
に
、
「
楠
本
碩
水
先
生
御
遺
族
」
が
受
信
先
と
し
て
見
え
、
そ
れ
以
外
に
宮
内
省

　
図
書
寮
、
内
閣
文
庫
等
の
古
典
籍
収
蔵
機
関
、
さ
ら
に
は
狩
野
直
喜
、
小
島
祐
馬
、
宇
野
哲
人
等
の
中
国
学
の
大
家
の
名
前
が
見
え
る
。
時
期
か

　
ら
推
し
て
『
碩
水
文
庫
目
録
』
を
発
送
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
受
信
先
の
中
に
岡
次
郎
と
益
田
祐
之
の
名
前
が
見
え
る
が
、
碩
水
門
下
で
送
ら

　
れ
て
い
る
の
は
彼
ら
だ
け
と
い
う
こ
と
は
、
二
人
が
碩
水
文
庫
受
入
に
特
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
岡
次
郎
は
『
碩
水
先
生
遺

　
書
』
等
の
碩
水
関
係
書
を
同
年
十
二
月
、
翌
年
七
月
に
寄
贈
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
碩
水
文
庫
に
追
加
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
柴
田
篤
「
碩
水
文
庫

　
余
滴
－
楠
本
正
継
教
授
と
九
州
大
学
附
属
図
書
館
一
」
を
参
照
）
。
益
田
祐
之
も
同
年
の
七
月
差
八
月
に
岡
次
郎
が
出
版
し
た
『
南
狩
録
』
を
寄

　
贈
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
益
田
祐
之
は
、
九
州
大
学
教
授
の
中
の
文
人
や
市
井
の
墨
客
か
ら
な
る
「
五
月
会
」
の
会
員
で
も
あ
り
（
益
田
豊
彦

一　64　一

甲



　
「
亡
父
益
田
祐
之
の
こ
と
1
益
田
古
峯
漢
詩
鋤
刊
行
に
際
し
て
一
」
（
『
修
猷
』
九
九
、
一
九
六
七
、
『
些
円
滑
特
集
号
』
修
猷
館
同
窓
会
、
一
九
八
五

　
に
所
収
）
）
、
楠
本
教
授
と
の
関
係
以
外
に
も
九
州
大
学
と
は
縁
が
深
く
、
翌
年
十
一
月
の
九
大
吟
詠
会
で
漢
詩
の
講
師
も
務
め
て
い
る
（
『
九
州

　
帝
国
大
学
新
聞
』
一
三
八
、
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
日
）
。

（
1
7
）
西
村
天
囚
著
、
菰
口
治
校
注
『
九
州
の
儒
者
た
ち
”
儒
学
の
系
譜
を
訪
ね
て
』
（
海
鳥
社
、
一
九
九
一
）
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
。

（
1
8
）
岡
直
養
「
針
尾
島
の
学
者
楠
本
碩
水
先
生
」
（
『
伝
記
』
四
－
一
、
一
九
三
七
）
、
蒲
生
春
里
「
彪
村
翁
茶
話
」
（
『
平
戸
之
光
』
四
一
、
一
九
四
〇
）

　
を
参
照
。

（
1
9
）
楠
本
端
山
「
詩
稿
三
」
（
秋
田
義
昭
・
岡
田
武
彦
「
楠
本
端
山
遺
書
未
収
草
稿
そ
の
六
」
（
『
活
水
論
文
集
』
日
本
文
学
科
編
二
七
、
一
九
八
四
）
）

　
に
、
「
今
浦
某
、
近
藤
某
、
古
剣
門
守
藩
」
と
あ
る
。
『
碩
水
先
生
日
記
』
に
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
十
八
日
、
久
留
米
に
宿
し
た
碩
水

　
に
、
梅
窓
、
畏
斎
、
今
浦
伴
助
、
鳴
海
市
兵
衛
の
来
訪
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
今
浦
伴
助
が
「
今
浦
某
」
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、

　
「
近
藤
某
」
は
畏
斎
の
こ
と
だ
ろ
う
。
「
又
撃
剣
を
善
く
し
、
其
の
秘
奥
を
極
め
、
其
の
他
の
武
技
も
亦
た
通
ぜ
ざ
る
無
し
」
（
「
近
藤
信
卿
伝
」
）

　
と
い
わ
れ
る
畏
斎
の
武
技
は
、
久
留
米
で
磨
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
0
）
『
中
山
忠
能
目
記
』
一
－
三
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
）
を
参
照
。

（
2
1
）
『
松
浦
詮
伯
伝
』
（
松
浦
伯
爵
家
編
修
所
、
一
九
三
〇
）
を
参
照
。

（
2
2
）
端
山
の
碩
水
宛
書
翰
に
よ
れ
ば
、
畏
斎
の
母
の
喜
良
が
同
年
一
月
二
十
七
目
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
機
に
致
仕
を
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
岡
田

　
武
彦
「
楠
本
端
山
書
翰
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
十
四
、
一
九
六
九
）
を
参
照
。

（
2
3
）
「
不
冒
異
姓
是
孝
之
第
一
義
」
（
『
碩
水
先
生
遺
書
』
巻
八
「
随
得
録
一
」
）
。

（
2
4
）
前
掲
岡
直
養
「
針
尾
島
の
学
者
楠
本
碩
水
先
生
」
。

（
2
5
）
碩
水
「
鳳
鳴
書
院
記
」
（
『
碩
水
先
生
遺
書
』
巻
六
）
を
参
照
。

（
2
6
）
前
掲
藤
村
禅
『
楠
本
碩
水
伝
』
。

（
2
7
）
「
八
月
塾
用
」
と
あ
り
、
八
月
分
の
収
支
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
塾
生
と
し
て
平
山
常
彦
、
大
石
雅
次
郎
、
末
武
千
太
郎
、
阿
部
虎
太
郎
、
河

　
添
一
江
及
び
端
山
の
子
楠
本
主
翼
（
号
は
海
山
、
一
八
七
三
～
一
九
二
一
）
、
端
山
の
甥
楠
本
正
徹
（
号
は
七
生
子
、
一
八
七
五
～
一
八
九
七
）
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の
名
前
が
見
え
る
。
前
者
需
要
は
正
翼
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
碩
水
門
人
録
で
あ
る
「
登
門
録
」
（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
楠
本
文
庫
所
蔵
、
岡

　
田
武
彦
等
編
『
楠
本
端
山
・
碩
水
全
集
』
（
葦
書
房
、
一
九
八
○
）
及
び
『
佐
世
保
市
史
』
通
史
編
上
巻
（
佐
世
保
市
、
二
〇
〇
二
）
所
収
）
に

　
名
前
が
あ
る
。
ま
た
、
楠
本
正
雀
の
器
量
書
院
入
門
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
二
月
目
あ
り
（
柴
田
篤
「
楠
本
海
山
覚
書
1
あ
る
崎
門
学
者

　
の
生
涯
と
著
述
－
」
（
『
香
椎
潟
』
四
九
、
二
〇
〇
三
）
）
、
楠
本
正
徹
の
上
京
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
な
の
で
（
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』

　
下
、
黒
龍
会
出
版
部
、
一
九
三
六
）
、
そ
の
間
に
作
成
さ
れ
た
書
類
と
思
わ
れ
る
。

（
2
8
）
益
田
豊
彦
「
あ
と
が
き
」
（
『
益
田
古
峯
漢
詩
砂
』
益
田
古
丁
重
詩
篇
刊
行
会
、
一
九
六
七
）
。
な
お
、
楠
本
正
翼
筆
『
日
記
』
（
長
崎
歴
史
文
化

　
博
物
館
楠
本
文
庫
所
蔵
）
に
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
月
二
十
七
日
、
会
話
の
小
祥
祭
（
一
周
忌
）
の
た
め
に
、
益
田
祐
之
が
鷲
尾
に

　
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
2
9
）
柴
田
篤
「
『
鳶
魚
斎
詩
文
』
1
明
治
の
儒
学
者
楠
本
海
山
の
詩
稿
と
文
書
1
」
（
『
九
州
中
国
学
会
報
』
三
三
、
一
九
九
五
）
。
な
お
、
十
【
歳
に

　
し
て
父
端
山
を
喪
っ
た
正
翼
を
引
き
取
っ
て
句
読
を
教
え
た
の
も
畏
斎
で
あ
る
。
岡
田
武
彦
『
楠
本
端
山
一
生
涯
と
思
想
一
』
（
積
文
運
書
店
、

　
一
九
五
九
）
を
参
照
。

（
3
0
）
「
近
藤
表
伯
叔
不
用
功
文
辞
而
遺
文
不
存
、
為
後
学
之
不
幸
」
。

（
3
1
）
　
久
田
美
好
「
端
山
・
碩
水
先
生
の
墓
地
に
つ
い
て
」
（
『
針
州
』
十
二
、
一
九
八
八
）
、
平
川
定
美
「
楠
本
家
墓
地
探
訪
記
」
（
『
郷
土
研
究
』
二

　
七
、
佐
世
保
郷
土
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
。
楠
本
家
墓
地
は
儒
教
式
を
残
す
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
近
藤
家
も
夫
人
の
墓
は
別
で
、
そ
の

　
碑
名
も
実
家
の
姓
で
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
3
2
）
¢
㌍
　
耳
言
…
＼
＼
日
母
。
。
．
一
一
び
・
評
遷
。
。
ゴ
『
F
。
。
。
●
唇
＼
甘
h
o
一
一
げ
＼
奉
叶
自
。
』
忌
＼
O
O
O
8
0
0
卜
。
養
い
H
じ
u

（
3
3
）
近
藤
文
庫
蔵
本
に
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
は
、
「
九
州
大
学
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（
春
先
…
＼
＼
目
霞
。
。
・
に
σ
・
評
葦
。
。
『
『
¢
』
ρ
甘
＼
ぎ
ま
＝
び

　
＼
ヨ
Φ
け
。
』
g
び
＼
O
O
O
O
O
O
O
卜
。
し
。
↓
≧
≦
℃
）
に
て
公
開
し
て
い
る
。

（
3
4
）
『
東
照
宮
御
遺
訓
』
、
『
後
藤
名
誉
伝
』
等
。

（
3
5
）
『
作
詩
字
例
』
等
。

（
3
6
）
『
崎
門
学
脈
系
譜
』
巻
四
。

一　66　一



（
3
7
）
月
田
蒙
斎
著
述
の
写
本
は
『
易
学
啓
蒙
先
天
図
説
』
、
『
海
気
深
処
詩
思
』
、
『
蒙
斎
随
筆
』
（
二
部
）
が
あ
り
、
池
田
草
庵
著
述
の
写
本
は
『
尚

　
書
宣
伝
贅
説
』
、
『
尚
書
察
伝
贅
説
補
』
、
『
読
再
録
』
、
『
読
易
録
次
期
』
が
あ
る
。
な
お
、
『
尚
書
察
伝
贅
説
補
』
に
つ
い
て
は
、
『
池
田
草
庵
先
生

　
著
作
集
』
（
青
難
書
院
保
存
会
、
一
九
八
一
）
の
影
印
底
本
と
な
っ
て
い
る
。

（
3
8
）
近
藤
文
庫
蔵
『
張
南
軒
先
生
文
集
抄
』
に
は
、
思
斎
が
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
池
田
草
庵
の
私
塾
五
畜
書
院
で
筆
写
し
た
こ
と
が
奥
書
に

　
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
草
庵
の
著
述
に
つ
い
て
も
同
様
に
従
畠
中
（
一
八
六
七
～
一
八
六
九
）
に
筆
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
3
9
）
碩
水
文
庫
蔵
『
三
宅
先
生
行
状
』
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
小
川
晋
斎
が
筑
後
上
妻
郡
古
賀
氏
蔵
本
を
写
し
た
も
の
で
、
筆
跡
も
前
掲

　
の
晋
斎
自
筆
写
本
と
一
致
し
て
い
る
。
近
藤
文
庫
蔵
『
三
宅
先
生
行
状
』
は
そ
れ
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
0
）
近
藤
文
庫
蔵
『
訂
二
三
索
書
』
は
、
伊
予
松
山
藩
の
崎
門
学
者
三
上
倉
皇
（
名
は
景
雄
、
一
八
一
八
～
一
八
七
六
）
が
写
し
た
本
を
鈴
木
重
慎

　
が
写
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
大
原
友
仁
が
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
三
上
是
庵
の
書
入
れ
も
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
て
い
る
。

　
久
米
訂
斎
忌
『
四
部
書
』
と
同
内
容
だ
が
、
目
録
に
「
三
部
書
」
と
あ
り
、
暴
悪
に
は
『
訂
翁
三
部
書
』
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
（
原
題
箋
で
は
な

　
く
、
図
書
館
が
貼
っ
た
も
の
）
。
碩
水
文
庫
蔵
『
久
米
訂
斎
四
部
書
講
義
附
』
は
、
『
訂
翁
三
部
書
』
と
は
異
本
だ
が
、
「
祭
祀
来
暴
論
」
部
分
の

　
書
入
れ
は
『
訂
翁
三
部
書
』
の
そ
れ
と
重
な
っ
て
お
り
、
『
訂
翁
三
部
書
』
と
対
校
し
た
と
思
わ
れ
る
異
本
注
記
が
認
め
ら
れ
る
。
畏
斎
所
蔵
の

　
『
訂
翁
三
部
書
』
を
参
照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
4
1
）
前
掲
柴
田
篤
「
益
田
古
峯
小
伝
－
九
州
大
学
「
益
田
文
庫
」
の
旧
蔵
面
一
」
を
参
照
。
な
お
、
和
漢
古
書
以
外
の
洋
装
本
は
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

　
の
伊
都
図
書
館
に
移
さ
れ
て
い
る
。
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〔
附
記
〕
近
藤
文
庫
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
柴
田
立
教
授
に
は
「
近
藤
信
卿
伝
」
の
読
解
を
は
じ
め
と
し
て
、

　
多
く
の
ご
指
導
と
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
針
尾
ま
で
お
連
れ
頂
き
、
楠
本
家
・
近
藤
家
墓
地
、
楠
本
端
山
旧
宅
及
び
鳳
鳴
書
院
を
ご
案
内
頂

　
い
た
。
そ
の
際
、
元
針
尾
小
学
校
校
長
吉
田
ハ
ル
エ
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
附
属
図
書
館
の
上
司
・
同
僚
の
方
々
に
も
、
第
十
七
回
貴

　
重
文
物
講
習
会
で
報
告
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
ご
支
援
を
頂
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。



楠
本
家
・
近
藤
家
系
図

　
　
　
　
　
近
藤
新
右
衛
門
（
竹
斎
）

（
鴨
川
氏
）

嘉
一
兵
衛
（
名
道
応
）
－
－
－
－
喜
良
（
蘭
閨
）

楠
本
忠
次
右
衛
門
（
養
斎
）

慢
蔵
（
畏
斎
）
h

先
上
氏

収
量
1
［

中
倉
氏

　
益
田
祐
之
（
古
峯
）

　
軒

　
三
目

　
直
輔
（
如
瓶
）

　
　
　
　
　
〉

　
静
野
　
…

　
　
＝
　
　
…

　
好
徳
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
一

　
直
輔
（
三
瓶
）

女
子
（
天
死
）

燕
（
靭
蘭
）

確
蔵
（
端
山
）

＝給

　
千
浦
守
義

［　
千
浦
友
七
郎

荘
司
氏

　
（
山
田
氏
）

鼎
二
郎
（
梅
窓
）

　
之
燐
（
天
死
）

　
髄

　
中
村
克
二
郎

　
山
県
勇
三
郎

　
中
村
三
七
郎

　
浜
本
必
強

　
＝

　
縷

　
正
瑠
（
天
死
）

　
正
翼
（
海
山
）

　
純
一
郎

　
絢
（
天
死
）

　
田
口
美
徳

　
　
＝

　
正
脩
（
侯
斎
）

　
廉
介

※
「
楠
本
家
系
図
」
（
『
楠
本
端
山
・
碩
水
全
集
』
）
・

「
楠
本
家
系
譜
」
（
『
佐
世
保
市
史
』
通
史
編
上
巻
）

等
を
元
に
作
成
。
本
稿
に
関
係
深
い
人
物
名
は
ゴ

チ
ッ
ク
体
で
表
し
た
。
ま
た
、
；
V
は
養
子
縁
組

を
示
す
。

正
継
（
蒼
　
斎
）

　
（
佐
々
氏
後
復
本
姓
）

謙
三
郎
（
碩
水
）

浦
上
氏

猪
吉
（
平
蕪
）岡

直
温

〒竹〒

正
徹
（
七
生
子
）

女
子

岡
次
郎
（
彪
邨
）

　
　
　
　
○

藤
重
（
天
死
）

＝

浅
岡
氏

岡
幸
七
郎
（
西
門
）

　
　
柏
子

一
－
－
好
人

　
　
　
　
〉

　
　
靖
臣

　
　
　
　
｝

　
　
好
人

　
　
直
亮
（
天
死
）

　
　
女
子

　
　
　
＝

　
　
池
田
壽
介

　
　
直
恭
（
天
死
）
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